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【方法】18例のLS，23例のMFH，3例の滑膜肉腫
から採取された凍結標本からmRNAを抽出し，　RT－
PCRによりDOL54の発現を検索した．さらに
DOL54陽性症例において，　DOL54特異抗体を用い
た免疫染色を行った．
【結果】粘液型LS及び円形細胞型LSの50％，
MFHの33％にDOL54の発現が見られた．高分化
型LS及び滑膜肉腫にはその発現は認められなかっ
た．
【考察】腫瘍細胞周囲に存在する粘液様問質と
DOL54の発現に関連が示唆され，細胞分化におけ
るDOL54の予期せぬ発現が腫瘍発生に関与する可
能性が示唆された．
PA－3．
　　胃癌におけるβカテニンの核内蓄積の
　　臨床病理学的意義＝早期浸潤との相関
（第一病理）
○宮沢賢史　岩屋啓一，黒田雅彦，原田美貴，
　　向井　清
（病院病理部）
　　芹沢博美
（内科学第五）
　　溝上裕士，松岡　健：
【背景】腸型胃癌における腫瘍発生の早期におこる
APC遺伝子の異常は，βカテニンの細胞内の蓄積や
核内への移行に関与している．また核内に移行した
βカテニンはWingless　pathwayを活性化するとい
われている．
【方法】胃癌124例（腸型94例，胃型30例）を対
象にβカテニンの免疫染色を行った．その内βカテ
ニンの核内蓄積を認める症例に対してexon3領域
のSSCPおよびdirect　sequenceを行いβカテニン
の核内蓄積の臨床的意義を検討した．
【結果】124例中16例（13％）にβカテニンの核内
蓄積を認め，すべてが腸型であった．また16例中
15例が早期癌であり，筋層まで浸潤している1例
は浸潤部に強い核内染色性を認めた．この様な核内
染色性の不均一分布は7例に見られたが，m癌では
10例中7例が腫瘍内に均一に分布していた．核内
蓄積とリンパ節転移や5年生存率との相関は見られ
なかった．また遺伝子異常は一例も認められなかっ
た．
【総括】腸型の胃癌において核内蓄積しているβカ
テニンには遺伝子異常は見られず，主に早期癌にお
いて浸潤性増殖で重要な役割を担っていることが示
唆された．
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　MALTリンパ腫の診断は病理組織学的な診断だ
けでは困難をともなうことがある．最近では
Southern　blotting法を用いて補助診断する事が多い
が，そのためにはDNA量と質の確保は重要で，凍結
検体からでないと難しい．今回われわれは病理組織
学的にMALTリンパ腫が疑われた口腔腫瘤に対し
て，B細胞の免疫グロブリンの遺伝子再構成をフォ
ルマリンパラフィン切片から，そのclonalityを
seminested　PCR法により判定する試みを行ったの
で報告する．
対象と方法
対象：霞ヶ浦病院口腔外科にて治療を行い，病理組
織学的に口腔MALTリンパ腫が疑われた3症例に
ついて行った．
Immunofluorescence（IF）：患者凍結切片を用いて
免疫グロブリンを免疫染色した．
Southern　blotting（SB）：腫瘍組織からDNAを抽
出し，BamHIとHindIIIにて切断後，免疫グロブリ
ン重鎖のJHをprobeとして施行した．
Seminested　PCR　method（PCR）：フォルマリンパ
ラフィン切片から腫瘍部のDNAを抽出し，　FR3A，
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